
が
56
ポ
イ
ン
ト
減
の

（−） 

19

な
ど
大
幅
な
悪
化
と
な
っ
て

い
る
。

■
前
回
調
査
で
過
去
２
番
目

に
大
き
な
下
げ
幅
と
な
っ
た

製
造
業
の「
来
期
見
通
し
」は

大
幅
に
改
善

　

製
造
業
の
来
期
見
通
し
Ｄ

Ｉ（
前
年
同
期
比
）に
つ
い
て

は
（−） 

34
か
ら
25
ポ
イ
ン
ト

増
の

（−） 

９
に
、
ま
た
来
々
期

の
見
通
し
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期

比
）に
つ
い
て
も

（−） 

36
か
ら

32
ポ
イ
ン
ト
増
の

（−） 

４
と

マ
イ
ナ
ス
値
で
あ
る
も
の
の

大
幅
に
改
善
し
て
い
る
。
今

後
の
景
況
に
影
響
を
与
え
る

要
因
を
見
る
と
「
内
需
の
動

向
」
が
前
回
調
査
に
比
べ

４
ポ
イ
ン
ト
増
の
60
％
と
依

然
と
し
て
高
い
水
準
に
あ
り
、

続
い
て「
個
人
消
費
の
動
向
」

が
２
ポ
イ
ン
ト
増
の
35
％
と

東大阪市

■
製
造
業
の
景
況
は
大
幅
に

悪
化
し「
輸
送
用
機
械
器
具
」

を
除
く
18
業
種
に
お
い
て
マ

イ
ナ
ス
の
数
値

　

製
造
業
で
は
、
景
況
Ｄ
Ｉ

（
前
年
同
期
比
）は
前
回
調

査
よ
り
25
ポ
イ
ン
ト
減
の

（−） 

23
、
生
産
・
売
上
額
Ｄ
Ｉ（
前

年
同
期
比
）は
23
ポ
イ
ン
ト

減
の

（−） 

18
、
受
注
額
Ｄ
Ｉ

（
前
年
同
期
比
）は
21
ポ
イ
ン

ト
減
の

（−） 

19
、
収
益
状
況

Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期
比
）に
つ
い

て
も
、
14
ポ
イ
ン
ト
減
の

（−） 

28
と
大
幅
な
悪
化
と
な
っ
た
。

　

ま
た
、
前
回
調
査
で
大
幅

に
悪
化
し
た
仕
入
単
価
Ｄ
Ｉ

（
前
年
同
期
比
）が
５
ポ
イ
ン

ト
増
の

（＋） 

51
と
引
き
続
き

上
昇
し
て
い
る
中
、
販
売
単

価
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期
比
）に
つ

い
て
は
、
３
ポ
イ
ン
ト
増
の

（−） 

11
と
２
期
連
続
の
改
善

と
な
る
も
の
の
上
昇
幅
は
小

さ
く
価
格
転
嫁
は
進
展
し
て

い
な
い
状
況
が
窺
え
る
。

　

経
営
上
の
問
題
点
を
見
る

と
「
売
上
、
受
注
の
停
滞
減

少
」
に
つ
い
て
は
、
61
％
と

引
き
続
き
高
い
水
準
に
あ
る
。

ま
た「
原
材
料（
仕
入
商
品
）

高
」が
３
ポ
イ
ン
ト
増
加
の

36
％
「
仕
入
先
か
ら
の
値
上

げ
要
請
」が
２
ポ
イ
ン
ト
増

加
の
20
％
と
な
っ
て
い
る
。

い
ず
れ
の
項
目
も
３
期
連
続

で
の
悪
化
と
な
り
、
こ
こ
で

も
素
材
価
格
の
上
昇
傾
向
が

読
み
取
れ
る
。

　

製
造
業
の
景
況
Ｄ
Ｉ（
前

年
同
期
比
）を
業
種
別
に
見

る
と
、
大
き
く
分
類
さ
れ
る

全
19
業
種
の
内
「
輸
送
用
機

械
器
具
」
を
除
く
18
業
種
に

お
い
て
マ
イ
ナ
ス
の
数
値
と

な
っ
て
お
り
、と
り
わ
け「
金

属
製
品
製
造
業
」
が
46
ポ
イ

ン
ト
減
の

（−） 

27
、「
鉄
鋼
業
」

な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
前

回
調
査
で
26
ポ
イ
ン
ト
増
の

48
％
だ
っ
た「
原
油
価
格
」は

17
ポ
イ
ン
ト
減
と
な
っ
た
も

の
の
31
％
と
依
然
と
し
て
高

い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。
な

お「
為
替
相
場
の
変
動
」は
３

ポ
イ
ン
ト
増
の
27
％
と
数
値

的
に
は
大
き
く
な
い
も
の
の
、

比
較
的
高
い
水
準
と
な
っ
て

お
り
、
東
日
本
大
震
災
の
影

響
と
並
び
、
今
後
の
懸
念
材

料
の
ひ
と
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

■
非
製
造
業
の
景
況
は
さ
ら

に
悪
化
し
厳
し
い
状
況
。「
来

期
見
通
し
」も
小
幅
に
改
善

す
る
も
低
い
水
準

　

非
製
造
業
に
つ
い
て
は
、

景
況
で
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期
比
）

は
前
回
調
査
に
比
べ
る
と
25

ポ
イ
ン
ト
減
の

（−） 

50
と
大

幅
な
マ
イ
ナ
ス
と
な
り
、
６

期
ぶ
り
の
低
い
水
準
と
な
っ

た
。
ま
た
、
生
産
・
売
上
額

Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期
比
）は
25
ポ

イ
ン
ト
減
の

（−） 

47
、
収
益
状

況
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期
比
）に
つ

い
て
も
18
ポ
イ
ン
ト
減
の

（−） 

52
と
大
幅
に
悪
化
し
て
お
り
、

依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
が

続
い
て
い
る
。
さ
ら
に
は
、

仕
入
単
価
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期

比
）が
５
ポ
イ
ン
ト
増
の

（＋） 

22
と
な
る
中
、
販
売
単
価
Ｄ

Ｉ（
前
年
同
期
比
）が
６
ポ
イ

ン
ト
減
の

（−） 

32
と
悪
化
し

て
お
り
、
製
造
業
以
上
に
販

売
単
価
へ
価
格
転
嫁
が
で
き

て
い
な
い
状
況
が
窺
え
る
。

　

非
製
造
業
の
来
期
の
見
通

し
Ｄ
Ｉ（
前
年
同
期
比
）は
10

ポ
イ
ン
ト
増
の

（−） 

33
と
小

幅
改
善
し
た
も
の
の
、
依
然

低
い
水
準
と
な
っ
て
い
る
。

景
況
に
影
響
を
与
え
る
要
因

を
見
る
と
「
個
人
消
費
の
動

向
」が
49
％
、「
内
需
の
動
向
」

が
47
％
と
高
い
数
値
を
示
し

て
い
る
。

■
製
造
業
の
設
備
投
資
に
つ

い
て
、
大
き
な
動
き
は
見
ら

れ
ず
慎
重
な
動
き
が
続
く

投
票
で
き
る
方

　

平
成
３
年
10
月
３
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
日
本
国
民
で
、

平
成
23
年
６
月
24
日
ま
で
に

東
大
阪
市
内
に
住
所
が
あ
り

（
住
民
届
を
し
て
い
る
こ
と
）、

引
き
続
き
住
ん
で
い
る
方
。

市
内
で
転
居
し
た
方

　

市
内
で
住
所
を
変
え
た
方

の
う
ち
、
９
月
９
日
ま
で
に

転
居
届
を
出
し
た
方
は
、
新

住
所
地
で
、
９
月
12
日
以
後

に
出
し
た
方
は
前
の
住
所
地

で
投
票
し
て
く
だ
さ
い
。

市
外
へ
転
出
し
た
方

　

期
日
前
投
票
日
ま
た
は
、

投
票
日
ま
で
に
市
外
に
転
出

し
た
方
は
投
票
で
き
ま
せ
ん
。

アーバンケア
アーバンケア稲田
アーバンケア島之内
アーバンケア御厨
アミーユ新石切
アミーユ東大阪日下
アンパス東大阪
イースタンビラ
池田病院
石きり
石切生喜病院
ヴァンベール
ヴェルディ八戸ノ里
河内総合病院
きずり逢花苑
喜馬病院
救護施設フローラ
クルーヴ布施
ケアハウス喜里川
ケアハウス春光園
ケアハウスノーブル
ケアハウスひらおか
恵生会病院
弘生会病院
鴻の里
小阪産病院
小阪病院
阪本病院
四条の家
春光園
市立総合病院
千寿園
竹井病院
たちばなの里

玉串すみれ苑
玉美苑
長田の里
ながはら病院
なるかわ苑
南荘の郷
布市福寿苑
ビオスの丘
東大阪生協病院
東大阪山路病院
東大阪養護老人ホーム
向日葵
枚岡の里
枚岡病院
福寿苑
藤井会リハビリテーション病院
プレジャーライフ
ベルフラワー
牧野病院
弥刀介護老人保健施設
弥刀中央病院
みのわの里
恵の里
メルテルホーム
八戸の里病院
ラプラージュ
レーベンズポルト
緑風館
六万寺園
ＹＭＣＡサンホーム
若草第一病院
和久田苑
渡辺病院

表②　不在者投票指定施設（市内）名一覧表（音順）

東
大
阪
市
議
会
議
員

　
　
　

  　
及
び 

市
長 

選
挙

投
票
日
は
10
月
２
日
㈰
で
す

投
票
時
間
は
午
前
７
時
〜
午
後
８
時

区分

【第１】
場所 期間時間対象

期
日
前
投
票
所

《
東
大
阪
市
役
所
》

１
階 

多
目
的
ホ
ー
ル

（
荒
本
駅
北
西
側
） 《

旭
町
庁
舎
》

３
階　

会
議
室

（
瓢
箪
山
駅
北
へ

　
　
　
　
７
０
０
ｍ
）（
若
江
岩
田
駅　

　
　
　
北
東
へ
９
０
０
ｍ
）

《
文
化
会
館
》１
階

中
公
民
館
会
議
室
１
《
市
民
会
館
》

１
階　

展
示
室

（
近
鉄
永
和
駅

　

  　
　
　

南
東
側
）

荒
本
北
１
―
１
―
１

旭
町
１
―
１

稲
葉
４
―
１
―
３

永
和
２
―
１
―
１

９
月
26
日 

㈪　

〜　

 

10
月
１
日 

㈯

【第２】
期
日
前
投
票
所

住
ん
で
お
ら
れ
る
市
内
の
地
域
に
関
係
な
く
、ど
の
投
票
場
所
で
も
投
票
で
き
ま
す
。

午
前
８
時
30
分 

〜 

午
後
８
時

【第３】
期
日
前
投
票
所

【第４】
期
日
前
投
票
所

期
日
前
投
票

　

投
票
日
当
日
、
仕
事
や
用

事
、レ
ジ
ャ
ー
な
ど
の
た
め
、

投
票
所
に
行
っ
て
投
票
で
き

な
い
方
は
、
期
日
前
投
票
が

表
①

10
月
２
日
㈰
は
、
東
大
阪
市
議
会
議
員
及
び
市
長
選
挙
の
投
票
日
で
す
。

あ
な
た
の
大
切
な
一
票
を
い
か
す
た
め
に
も
、
必
ず
投
票
し
ま
し
ょ
う
。

当
日
投
票
に
行
け
な
い
人
は
、
期
日
前
投
票
に
行
き
ま
し
ょ
う
。

で
き
ま
す
。

　

入
場
整
理
券
（
届
い
て
い

れ
ば
）
を
持
っ
て
、
表
①
の

期
日
前
投
票
所
で
投
票
し
て

く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
投
票
日
が
近
づ
く

と
混
み
合
い
ま
す
の
で
、
で

き
る
だ
け
早
め
に
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

（
印
鑑
は
不
要
で
す
）

指
定
病
院
・
施
設
で
の
不
在

者
投
票

　

表
②
の
病
院
や
老
人
ホ
ー

ム
等
に
入
院
ま
た
は
入
所
し

て
い
る
方
で
、
投
票
当
日
、

投
票
所
に
行
け
な
い
方
は
そ

の
施
設
内
で
不
在
者
投
票
を

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

な
お
、
東
大
阪
市
外
で
あ

っ
て
も
指
定
施
設
で
あ
れ
ば

投
票
で
き
ま
す
の
で
、
施
設

名
と
所
在
地
を
確
認
の
う
え
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介

　

各
投
票
所
の
案
内
地
図
な

ど
選
挙
に
関
す
る
お
知
ら
せ

を
、
ま
た
選
挙
当
日
に
は
投

・
開
票
速
報
も
、
東
大
阪
市

の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
紹
介
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ

さ
い
。

選
挙
に
関
す
る
問
合
せ
先

東
大
阪
市
選
挙
管
理
委
員
会

〒
５
７
７
︱
８
５
２
１

東
大
阪
市
荒
本
北
１
丁
目
１

番
１
号

電
話
▽

（
06
）４
３
０
９
︱
３
２
８
８

Ｆ
Ａ
Ｘ
▽

（
06
）４
３
０
９
︱
３
８
４
９

　

市
役
所
周
辺
で「
涼
」を
呼
ぶ
打
ち
水
大
作
戦
の

記
事
の
中
で
、
一
部
掲
載
に
誤
り
が
あ
り
ま
し
た
。

お
詫
び
し
ま
す
。

お詫び

平
成
23
年
４
月
〜
６
月
期

　

製
造
業
の
設
備
投
資
に
つ

い
て「
不
足
設
備
が
あ
る
」と

回
答
し
た
企
業
は
、
前
回
調

査
よ
り
２
ポ
イ
ン
ト
減
の

41
％
と
小
幅
に
減
少
。
一
方

「
過
剰
設
備
が
あ
る
」と
回
答

し
た
企
業
は
、
前
回
調
査
よ

り
１
ポ
イ
ン
ト
減
の
24
％
と

な
っ
て
い
る
。
ま
た「
今
期

に
投
資
実
績
が
あ
る
」と
し

た
企
業
は
３
ポ
イ
ン
ト
減
の

17
％
と
な
っ
て
お
り
、
大
き

な
動
き
は
見
ら
れ
な
い
。
来

期
に「
設
備
投
資
の
計
画
が

あ
る
」と
し
た
企
業
が
１
ポ

イ
ン
ト
増
の
21
％
と
小
幅
改

善
し
て
い
る
も
の
の
、
設
備

投
資
に
向
け
た
本
格
的
な
盛

り
上
が
り
に
は
至
っ
て
お
ら

ず
、
慎
重
な
姿
勢
が
続
く
も

の
と
考
え
ら
れ
る
。

　

設
備
投
資
の
目
的
で
は
、

「
老
朽
設
備
の
更
新
」が
１
ポ

イ
ン
ト
増
の
54
％
と
依
然
と

し
て
高
い
数
値
で
あ
り
、
続

い
て
「
製
品
の
品
質
精
度
向

上
」が
45
％
、「
生
産
性
の
向

上
」と「
増
産
又
は
売
上
能
力

の
拡
充
」が
38
％
と
な
っ
て

い
る
。

■
東
日
本
大
震
災
の
影
響
に

よ
り
厳
し
い
状
況
に
あ
る
が
、

来
期
の
景
況
は
上
昇
に
期
待

　

今
回
調
査
で
の
景
況
に
つ

い
て
は
、
前
回
の
調
査
で
の

厳
し
い
見
通
し
を
反
映
し
、

大
変
厳
し
い
状
況
に
あ
る
。

し
か
し
な
が
ら
、
来
期
の
見

通
し
は
大
幅
に
上
昇
し
て
お

り
、
景
況
感
が
持
ち
直
し

て
い
く
こ
と
が
期
待
さ
れ
る
。

た
だ
し
、
引
き
続
き
東
日
本

大
震
災
に
よ
る
影
響
、
電
力

供
給
の
制
約
、
原
油
価
格
や

為
替
相
場
の
動
向
な
ど
を
注

視
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

市
内
中
小
企
業
動
向
調
査
報
告



「
ト
ル
コ
を
知
ろ
う
！
」開
催

　

ト
ル
コ
映
画「
蜂
蜜
」で
静

か
な
ト
ル
コ
ブ
ー
ム
が
や
っ

て
き
た
。
八
尾
市
国
際
交
流

セ
ン
タ
ー
で
も
９
月
11
日
に

田
中
誠
太
八
尾
市
長
も
参
加

古
代
稲
の
サ
マ
ー
タ
イ
ム

古
代
稲
研
究
家

田
中 

伸
侍

（
八
尾
市
在
住
）

吉祥
コラム
９

　

古
代
稲
に
魅
せ
ら
れ
て
10
年
が
経
ち
ま
し
た
。
今
年
は
６
月

16
日
の
満
月
の
日
に
15
種
類
の
古
代
稲
を
無
事
植
え
る
こ
と
が

で
き
て
一
安
心
で
す
。
早
生
の
古
代
稲
の
中
に
は
お
盆
前
に
赤

や
、
黒
や
、
紫
や
、
真
紅
の
稲
穂
が
出
揃
い
、
そ
れ
は
そ
れ
は

綺
麗
で
す
。
こ
の
瞬
間
は
「
イ
ノ
チ
の
根
」
の
イ
ネ
が
田
ん
ぼ

い
っ
ぱ
い
に
命
の
限
り
光
り
輝
い
て
い
ま
す
。

　

一
般
に
古
代
米
と
呼
ば
れ
て
い
る
米
は
学
術
的
な
名
称
で
は

な
く
、
各
地
の
遺
跡
か
ら
発
見
さ
れ
た
稲
の
系
統
で
、
古
代
の

稲
が
持
っ
て
い
た
で
あ
ろ
う
特
徴
を
今
で
も
持
ち
続
け
て
い
る

稲
の
総
称
で
す
。
こ
の
古
代
稲
の
中
に「
亀
の
尾
」と
い
う
品
種

が
あ
り
ま
す
。
こ
の「
亀
の
尾
」と
他
品
種
と
の
交
配
に
よ
り
人

気
抜
群
の
コ
シ
ヒ
カ
リ
、あ
き
た
こ
ま
ち
、ひ
と
め
ぼ
れ
、ヒ
ノ

ヒ
カ
リ
、
き
ら
ら
３
９
７
が
誕
生
し
た
の
を
ご
存
じ
で
し
た
か
？ 

古
代
稲
に
は
す
ば
ら
し
い
生
命
力
が
宿
っ
て
い
る
の
で
す
。

　

と
こ
ろ
で
、
夏
場
が
開
花
・
受
精
期
の
稲
な
の
に
、
最
近
は
気

温
が
高
す
ぎ
て
、
不
稔
が
大
き
な
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
な

ら
ば
、
涼
し
い
早
朝
に
開
花
さ
せ
た
ら
ど
う
か
と
農
研
機
構
・

作
物
研
究
所
が
古
代
稲
の
中
か
ら
早
朝
開
花
す
る
品
種
を
見
つ

け
出
し
ま
し
た
。
何
千
年
も
前
か
ら
地
球
の
大
自
然
に
鍛
え
ら

れ
て
き
た
古
代
稲
の
中
に
は
、
朝
早
く
開
花
す
る
品
種
が
あ
っ

た
の
で
す
。
こ
の
古
代
稲
の
形
質
を
取
り
込
ん
だ
稲
が
高
温
下

で
も
不
稔
を
起
こ
し
に
く
い
の
は
、
高
温
に
耐
え
る
力
が
強
い

の
で
は
な
く
、
ま
だ
涼
し
い
早
朝
に
開
花
す
る
か
ら
ら
し
い
で

す
。

　

年
々
温
暖
化
が
危
惧
さ
れ
て
い
る
中
、
私
た
ち
人
類
も
稲
の

サ
マ
ー
タ
イ
ム
を
真
似
た
ら
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。
古
代
稲
さ

ん
が
「
早
起
き
は
三
文
の
徳
で
す
よ
」
と
言
っ
て
い
る
み
た
い

で
す
。

三
野
郷
山 

三
寳
興
誠
院

住
職  

松
茂
良
興
真

【
日
々
の
こ
こ
ろ
が
け
５
】

分
は
人
様
や
自
然
か
ら

授
け
て
も
ら
え
る
も
の

　

人
は
身
の
丈
以
上
、
分
不
相
応
な
こ
と

を
考
え
、
自
分
の
思
い
通
り
に
な
ら
な
い

と
、
苦
を
自
分
自
身
で
作
り
出
し
ま
す
。

　
「
相
応
」
と
は
、
そ
の
人
に
ふ
さ
わ
し

い
と
い
う
こ
と
で
す
。
分
は
そ
の
人
が
生

ま
れ
て
今
日
ま
で
に
し
て
き
た
努
力
と
精

進
に
よ
っ
て
、
人
様
や
自
然
か
ら
知
ら
ぬ

間
に
授
け
て
も
ら
え
る
も
の
で
す
。

※
毎
月
第
３
日
曜
午
前
10
時
半
か
ら
祈
願
祈

　

祷
を
行
っ
て
い
ま
す
。
９
月
は
18
日
で
す
。

　

ど
な
た
様
で
も
お
気
軽
に
お
参
り
下
さ
い
。

八
尾
市
福
万
寺
町
南
６―

２―

３

電
話
（
０
７
２
）９
２
２―

３
９
３
３

  6日  ㈱メディアコーポレーション代表取締役　松本尚生氏「倫理と出合って気付いたこと」
13日  ㈲関西貿易代表取締役　森勲氏「倫理普及体験」
20日  青山金属工業㈱代表取締役　青山佳司氏「100年企業をめざして」
27日  Ｓ＆Ｒ代表　奥江裕理氏「自分と社員の行動パターンを知る」

経営者
モーニングセミナー開催 早起きして、会社も家庭も元気に！
●八尾市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週火曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場は大黒殿（近鉄八尾駅西出口南西へ250m）
八尾市倫理法人会事務局 ☎072-993-2037９月の予定

  2日  泰心山西栄寺住職　山田博泰氏
　　　　　「一代で３ヶ寺建立『こころのお寺』大躍進の秘訣」
  9日  会員スピーチ
16日  東大阪市市議会議員　笹谷勇介氏「東大阪を変える」
30日  ㈱健環代表取締役　吉岡英介氏「脱原発の道」

●東大阪市倫理法人会
　経営者モーニングセミナー

毎週金曜日、朝6:30～7:30開催。参加費無料。
会場はＵ・コミュニティホテルＴＴＳセンター６階（近鉄小阪駅北すぐ）
東大阪市倫理法人会事務局 ☎06-6720-4602９月の予定

化
協
会
の
ト
プ
ラ
マ
オ
ー
ル

・
Ａ
・
キ
ャ
ミ
ー
ル
会
長（
49
）

が
ト
ル
コ
料
理
、
生
活
、
文

化
、
歴
史
を
ユ
ー
モ
ア
を
交

え
な
が
ら
紹
介
し
た
。
そ
の

後
、
ト
ル
コ
料
理
を
食
べ
な

が
ら
、
ト
ル
コ
の
話
題
で
盛

り
上
が
っ
た
。

　

参
加
し
た
田
中
誠
太
八
尾

市
長（
54
）は
「
八
尾
市
と
し

て
も
、
こ
の
よ
う
な
民
間
の

国
際
交
流
を
支
援
し
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
」
と
話
し

た
。

トルコの魅力について話す
トプラマオール・A・キャミール会長

　

近
鉄
高
安
駅
前
の
増
井
ビ

ル
２
階
（
八
尾
市
山
本
高
安

町
２

−

12

−

９
）
に
ヨ
ガ

ダ
ン
ス
「
ラ
フ
ィ
」
が
オ
ー

プ
ン
し
た
。
オ
ー
プ
ン
日
の

８
月
19
日
は
、
ス
ト
レ
ッ
チ

ヨ
ガ
、
ヒ
ー
リ
ン
グ
ヨ
ガ
、

リ
ト
ル
バ
レ
エ
、
キ
ッ
ズ
バ

レ
エ
、
ジ
ュ
ニ
ア
一
般
バ
レ

エ
、
メ
ン
ズ
ヨ
ガ
、
メ
ン
ズ

ダ
ン
ス
が
１
時
間
ず
つ
行
わ

れ
た
。
月
曜
日
か
ら
日
曜
日

ま
で
毎
日
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊

か
な
レ
ッ
ス
ン
が
用
意
さ
れ

て
い
る
。
最
近
流
行
り
の
ズ

ン
バ
か
ら
オ
ー
デ
ィ
シ
ョ
ン

対
策
コ
ー
ス
ま
で
あ
る
。

　

オ
ー
ナ
ー
の
水
迫
幸
子
さ

ん
は
「
子
ど
も
か
ら
お
年
寄

り
ま
で
気
軽
に
来
て
い
た
だ

き
、
地
域
活
性
に
つ
な
が
れ

ば
」
と
夢
を
語
る
。

　

３
階
に
エ
ス
テ
サ
ロ
ン

「
ラ
フ
ィ
」も
同
時
ス
タ
ー
ト
。

ヨ
ガ
ダ
ン
ス
と
一
緒
に
エ
ス

テ
を
す
る
と
、
効
果
的
だ
と

い
う
。

　

ダ
ン
ス
の
講
師
を
増
や
し

て
レ
ッ
ス
ン
を
充
実
し
て
い

く
予
定
。
生
徒
、
講
師
と
も

に
問
い
合
わ
せ
は
０
７
２

−

９
２
０

−

７
０
１
１
へ
。

「ラフィ」オープン!
近鉄高安駅前に

キッズダンスに初めて挑戦する子どもたち

ヨガダンス

　

ペ
ン
ト
モ
ー
ル
八
尾
の
一

角
、
近
鉄
八
尾
駅
西
口
を
降

り
て
右
手
す
ぐ
の
所
に
、
オ

ー
プ
ン
３
周
年
を
迎
え
る
Ｓ

Ｏ
Ｇ
Ａ
屋
が
あ
る
。

　

Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ａ
屋
は
、
昭
和
41

年
に
開
業
し
た
曽
我
豆
腐
店

が「
新
鮮
・
安
心
・
お
い
し
い
」

を
モ
ッ
ト
ー
に
豆
腐
製
造
・

卸
売
の
マ
ル
キ
ン
食
品
株
式

会
社
の
直
営
店
と
し
て
独
立
。

店
周
辺
は
店
主
の
潮
直
子
さ

ん（
40
）を
は
じ
め
と
す
る
ス

タ
ッ
フ
や
訪
れ
た
お
客
さ
ん

た
ち
の
笑
顔
で
賑
わ
う
。

　

店
頭
に
は
豆
腐
や
厚
揚
げ
、

そ
し
て
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

豊
富
な
ド
ー
ナ
ツ
、
お
か
ら

ラ
ス
ク
な
ど
が
並
ん
で
お
り
、

夏
限
定
の
豆
乳
ソ
フ
ト
ク
リ

ー
ム
も
発
売
中
だ
。
水
や
大

豆
、
き
な
こ
な
ど
の
材
料
に

こ
だ
わ
り
、
ど
れ
も
国
産
大

豆
を
使
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

八
尾
産
の
材
料
も
使
用
し
、

地
域
活
性
化
に
も
繋
が
っ
て

い
る
。
材
料
へ
の
こ
だ
わ
り

は
、
店
名
の
ロ
ゴ
に
も
表
れ

て
い
る
。

　

油
に
こ
だ
わ
っ
た
ド
ー
ナ

ツ
は
、
焼
き
た
て
は
も
ち
ろ

ん
、
冷
め
て
も
も
ち
も
ち
と

し
た
食
感
が
失
わ
れ
ず
と
て

も
お
い
し
い
。
お
ス
ス
メ
は

人
気
の
プ
レ
ー
ン
や
き
な
こ
、

ベ
ル
ギ
ー
産
の
チ
ョ
コ
を
ふ

ん
だ
ん
に
使
っ
た
黒
チ
ョ
コ

だ
。
ド
ー
ナ
ツ
は
ス
タ
ッ
フ

全
員
で
ア
イ
デ
ア
を
出
し
合

い
生
ま
れ
、
は
じ
め
は
プ
レ

ー
ン
だ
け
だ
っ
た
ド
ー
ナ
ツ

も
今
で
は
数
種
類
に
増
え
、

季
節
ご
と
に
新
し
い
商
品
も

発
売
さ
れ
る
。

　

ま
た
、
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ａ
屋
で
は

い
つ
で
も
お
客
様
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
に
と
、
豆

腐
が
20
％
引
き
に
な
る
毎
月

12
日
の
と
う
ふ
の
日
や
週
に

数
回
の
特
売
日
な
ど
イ
ベ
ン

ト
に
も
力
を
入
れ
て
い
る
。

　

店
主
の
潮
直
子
さ
ん
は

「
お
豆
腐
だ
け
で
な
く
お
惣

菜
に
も
力
を
入
れ
て
い
き
た

い
」
と
今
後
の
方
向
性
に
つ

い
て
話
し
た
。

　

問
い
合
わ
せ
は
０
７
２

−
９
９
６

−

９
１
０
２
、
定
休

日
は
火
曜
日
。

「
新
鮮
・
安
心
・
お
い
し
い
」を
モ
ッ
ト
ー
に

オ
ー
プ
ン
３
周
年
を
迎
え
る
Ｓ
Ｏ
Ｇ
Ａ
屋

史
に
残
し
た
こ
と
に
な
る
。

河
内
は
北
河
内
、
中
河
内
、

南
河
内
か
ら
な
る
。
北
河
内

は
枚
方
市
、
交
野
市
、
寝
屋

川
市
、
守
口
市
、
門
真
市
、

大
東
市
、
四
條
畷
市
か
ら
な

り
、
中
河
内
は
東
大
阪
市
、

八
尾
市
、
柏
原
市
か
ら
な
り
、

南
河
内
は
松
原
市
、
藤
井
寺

市
、
羽
曳
野
市
、
大
阪
狭
山

市
、
富
田
林
市
、
河
内
長
野

市
、
太
子
町
、
河
南
町
、
千

早
赤
阪
村
か
ら
な
る
。
そ
の

す
べ
て
の
市
長
、
町
長
、
村

長
か
ら
お
祝
い
の
メ
ッ
セ
ー

ジ
が
届
い
て
お
り
、
会
場
に

飾
ら
れ
て
い
た
。

　

河
内
を
描
く
美
術
展
実
行

委
員
会
の
藤
田
尚
保
会
長

（
76
）は「
こ
れ
か
ら
も
２
年

に
１
回
の
ペ
ー
ス
で
長
く
続

け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
」
と
話
し
て
い
た
。

「
八
尾
の
寺
内
町
を
絵
画
で

Ｐ
Ｒ
し
た
い
」と
思
い
を
語
る

藤
田
尚
保
会
長
（
自
身
が
描
い

た
寺
内
町
の
絵
の
前
で
）

　

第
８
回
ビ
エ
ン
ナ
ー
レ

「
河
内
を
描
く
美
術
展
」
が

８
月
10
日
〜
18
日
、
西
武
八

尾
店
８
階
の
八
尾
西
武
ホ
ー

ル
（
近
鉄
八
尾
駅
前
）
で
開

か
れ
た
。
１
０
０
人
の
画
家

が
１
人
１
作
品
出
品
。

　

今
年
で
８
回
目
な
の
で
、

河
内
の
８
０
０
の
風
景
を
歴

100人の画家が出品
「河内を描く美術展」

ト
ル
コ
出
身
の
セ
フ
ァ
・
シ

ム
シ
ェ
イ
ク
さ
ん
と
森
内
清

敬
さ
ん
を
迎
え
「
世
界
の
音

楽
〜
ト
ル
コ
編
」
と
い
う
イ

ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
る
。

　

そ
れ
に
先
駆
け
て
、
８
月

21
日
、
ト
ル
コ
レ
ス
ト
ラ
ン

「
サ
ミ
ミ
」（
八
尾
市
本
町
７

−

10

−

11
）で「
ト
ル
コ
を

知
ろ
う
！
」
が
開
か
れ
、
約

20
人
が
集
っ
た
。
ト
ル
コ
文

明るく笑顔のたえない
潮直子さん（中央）とスタッフ


